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　まずは株主の皆様に、平素からのご支援ご愛顧に対し
厚く御礼申し上げます。
　本来であれば「中間のご報告」をお届けする時期でござい
ますが、今回はそれに代わり「四半期だより」として2021年
度の進捗と現況についてご報告をさせていただきます。
　このたび2021年7月7日に発生しましたサイバー攻撃に
よるシステム障害によって、株主の皆様に多大なるご迷惑
とご心配をおかけいたしましたことを心より深くお詫び申し
上げます。当社は現在、システム復旧に向けた様々な対策と
再発防止策を講じていますが、安定的に食品を提供する社会
的責任を果たすため、正常な操業を続けており、これまで
通りの供給を維持しております。そのような中、発表を延期
させていただいていた2021年度第1四半期の決算につき
ましては、10月29日に発表いたしました。
事業環境について
　当上半期におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大が続く中で、ワクチン普及の進展による経
済活動正常化への期待はあるものの、本年４月から緊急事
態宣言が発令されたことで経済活動が落ち込むなど、先行
き不透明な状況が続いております。
　食品業界においても、緊急事態宣言に伴う大型商業施設
への休業要請、飲食店への休業・時短要請が外食産業を
中心に大きな影響を及ぼしましたが、一方では、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大に伴い、デリバリーサービスの伸
長や内食の増加、外出自粛による巣ごもり需要の拡大など、
個人消費が大きく変化しており、予測のつかない事業環境
が続いております。
　このような状況下におきましても、当社グループは、感染
拡大防止対策を徹底しながら、お客様の安全・安心、従業
員の健康を最優先とし、国内外すべての製造拠点で生産
活動を継続することで、食品企業としての社会的責任を全う
する事業体制を維持しております。
　また、コスト削減や販売の強化を軸に既存事業をより強
固なものとし、今後成長が見込まれる分野に対しては積極
的な投資を行いながら事業基盤強化に努め、多角的総合食
品企業として持続的成長を図っております。
第1四半期連結業績の概要について
　当第1四半期の連結業績は、売上高779億5千8百万円
（前年同期比111.4％）、営業利益26億3千4百万円（同
157.6％）、経常利益38億7百万円（同144.9％）、親会社
株主に帰属する四半期純利益26億7百万円（同153.1％）
となりました。
　製粉事業では、食の安全・安心志向の高まりを受けて、
品質管理の強化に努めるとともに、お客様のニーズや食の
多様化に対応した課題解決型営業の推進に注力しておりま
す。その結果、小麦粉の売上高は前年同期を下回りました
が、副製品のふすまの売上高は前年同期を上回りました。
なお、本年４月に外国産小麦の政府売渡価格が５銘柄平均
（税込価格）で5.5％引き上げられたことに伴い、本年６月
19日出荷分より業務用小麦粉の販売価格を改定しており
ます。以上により、製粉事業の売上高は229億９千１百万円
（前年同期比100.7％）、営業利益は11億９千４百万円（同
124.3％）となりました。

　食品事業では、業務用食品は、緊急事態宣言に伴う大型
商業施設への休業要請、飲食店への休業・時短要請が外食
産業を中心に大きな影響を及ぼしているものの、需要は回
復傾向にあり、売上高は前年同期を上回りました。一方、家
庭用食品は、外出自粛による巣ごもり需要は依然として高い
ものの、今期は需要が落ち着いたため、売上高は前年同期を
下回りました。冷凍食品類については、家庭内での内食需要
が依然として高く、また、コロナ禍を機に利用するお客様が
増加したこともあり、冷凍パスタが堅調であったことに加え、
１食完結型のトレー入り「よくばり」シリーズや「いまどき
ごはん」シリーズなどが好調に推移し、売上高は前年同期を
上回りました。中食事業では、在宅勤務の増加や外出自粛
による需要低迷の影響があるものの、需要は回復傾向に
あり、売上高は前年同期を上回りました。以上により、食品
事業の売上高は457億７千７百万円（前年同期比117.1％）、
営業利益は12億5千4百万円（同148.9％）となりました。
　その他事業では、ヘルスケア事業は、各業種の休業・時
短営業による需要低迷の影響があるものの、前年同期と比
較すると需要は回復傾向にあり、売上高は前年同期を上回
り、ペットフード事業も、販売数量が好調に推移した結果、

売上高は前年同期を上回りました。以上により、その他事業
の売上高は91億８千９百万円（前年同期比114.1％）、営業
利益は１億７千４百万円となりました。
通期連結業績予想について
　今後暫くは新型コロナウイルス感染症の収束が見通せな
い中、先行き不透明な事業環境が続くことが予想されます
が、当社は引き続き事業基盤の強化と事業領域の拡大に取
り組み、いかなる環境変化にも柔軟に対応し、お客様から信
頼される多角的総合食品企業としてさらなる成長を目指して
まいります。
　2021年度の連結業績予想および配当予想につきまして
は、サイバー攻撃によるシステム障害が業績に与える影響を
精査中でございますが、本年5月14日に公表いたしました
業績予想数値、売上高3,200億円、営業利益111億円、
経常利益127億円、親会社株主に帰属する当期純利益90
億円を現時点では修正する状況には至らないものと見込ん
でおります。また、1株当たり配当金は年間36円を見込んで
おります。
　株主の皆様におかれましては、引き続き一層のご支援を
賜りますようお願い申し上げます。
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　まずは株主の皆様に、平素からのご支援ご愛顧に対し
厚く御礼申し上げます。
　本来であれば「中間のご報告」をお届けする時期でござい
ますが、今回はそれに代わり「四半期だより」として2021年
度の進捗と現況についてご報告をさせていただきます。
　このたび2021年7月7日に発生しましたサイバー攻撃に
よるシステム障害によって、株主の皆様に多大なるご迷惑
とご心配をおかけいたしましたことを心より深くお詫び申し
上げます。当社は現在、システム復旧に向けた様々な対策と
再発防止策を講じていますが、安定的に食品を提供する社会
的責任を果たすため、正常な操業を続けており、これまで
通りの供給を維持しております。そのような中、発表を延期
させていただいていた2021年度第1四半期の決算につき
ましては、10月29日に発表いたしました。
事業環境について
　当上半期におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大が続く中で、ワクチン普及の進展による経
済活動正常化への期待はあるものの、本年４月から緊急事
態宣言が発令されたことで経済活動が落ち込むなど、先行
き不透明な状況が続いております。
　食品業界においても、緊急事態宣言に伴う大型商業施設
への休業要請、飲食店への休業・時短要請が外食産業を
中心に大きな影響を及ぼしましたが、一方では、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大に伴い、デリバリーサービスの伸
長や内食の増加、外出自粛による巣ごもり需要の拡大など、
個人消費が大きく変化しており、予測のつかない事業環境
が続いております。
　このような状況下におきましても、当社グループは、感染
拡大防止対策を徹底しながら、お客様の安全・安心、従業
員の健康を最優先とし、国内外すべての製造拠点で生産
活動を継続することで、食品企業としての社会的責任を全う
する事業体制を維持しております。
　また、コスト削減や販売の強化を軸に既存事業をより強
固なものとし、今後成長が見込まれる分野に対しては積極
的な投資を行いながら事業基盤強化に努め、多角的総合食
品企業として持続的成長を図っております。
第1四半期連結業績の概要について
　当第1四半期の連結業績は、売上高779億5千8百万円
（前年同期比111.4％）、営業利益26億3千4百万円（同
157.6％）、経常利益38億7百万円（同144.9％）、親会社
株主に帰属する四半期純利益26億7百万円（同153.1％）
となりました。
　製粉事業では、食の安全・安心志向の高まりを受けて、
品質管理の強化に努めるとともに、お客様のニーズや食の
多様化に対応した課題解決型営業の推進に注力しておりま
す。その結果、小麦粉の売上高は前年同期を下回りました
が、副製品のふすまの売上高は前年同期を上回りました。
なお、本年４月に外国産小麦の政府売渡価格が５銘柄平均
（税込価格）で5.5％引き上げられたことに伴い、本年６月
19日出荷分より業務用小麦粉の販売価格を改定しており
ます。以上により、製粉事業の売上高は229億９千１百万円
（前年同期比100.7％）、営業利益は11億９千４百万円（同
124.3％）となりました。

　食品事業では、業務用食品は、緊急事態宣言に伴う大型
商業施設への休業要請、飲食店への休業・時短要請が外食
産業を中心に大きな影響を及ぼしているものの、需要は回
復傾向にあり、売上高は前年同期を上回りました。一方、家
庭用食品は、外出自粛による巣ごもり需要は依然として高い
ものの、今期は需要が落ち着いたため、売上高は前年同期を
下回りました。冷凍食品類については、家庭内での内食需要
が依然として高く、また、コロナ禍を機に利用するお客様が
増加したこともあり、冷凍パスタが堅調であったことに加え、
１食完結型のトレー入り「よくばり」シリーズや「いまどき
ごはん」シリーズなどが好調に推移し、売上高は前年同期を
上回りました。中食事業では、在宅勤務の増加や外出自粛
による需要低迷の影響があるものの、需要は回復傾向に
あり、売上高は前年同期を上回りました。以上により、食品
事業の売上高は457億７千７百万円（前年同期比117.1％）、
営業利益は12億5千4百万円（同148.9％）となりました。
　その他事業では、ヘルスケア事業は、各業種の休業・時
短営業による需要低迷の影響があるものの、前年同期と比
較すると需要は回復傾向にあり、売上高は前年同期を上回
り、ペットフード事業も、販売数量が好調に推移した結果、

売上高は前年同期を上回りました。以上により、その他事業
の売上高は91億８千９百万円（前年同期比114.1％）、営業
利益は１億７千４百万円となりました。
通期連結業績予想について
　今後暫くは新型コロナウイルス感染症の収束が見通せな
い中、先行き不透明な事業環境が続くことが予想されます
が、当社は引き続き事業基盤の強化と事業領域の拡大に取
り組み、いかなる環境変化にも柔軟に対応し、お客様から信
頼される多角的総合食品企業としてさらなる成長を目指して
まいります。
　2021年度の連結業績予想および配当予想につきまして
は、サイバー攻撃によるシステム障害が業績に与える影響を
精査中でございますが、本年5月14日に公表いたしました
業績予想数値、売上高3,200億円、営業利益111億円、
経常利益127億円、親会社株主に帰属する当期純利益90
億円を現時点では修正する状況には至らないものと見込ん
でおります。また、1株当たり配当金は年間36円を見込んで
おります。
　株主の皆様におかれましては、引き続き一層のご支援を
賜りますようお願い申し上げます。
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2021年秋冬新商品のご紹介2021年秋冬新商品のご紹介

冷凍食品

加工食品
第４弾！

からだに嬉しい素材が入ったレトルトスープが新登場！ ご家庭でのお菓子作りを応援する「めちゃラク」シリーズ

カラッ！と油っこくない、簡単・ヘルシーな天ぷら粉 粉末スープにちょい足し、食べるスープの出来上がり！

手軽にまぜるだけのパスタソースに新テイストが仲間入り 本場イタリアの味を追求したREGALOパスタソースに
　　　　　　　　　　　　　 チーズクリームソースが新登場

トウモロコシ由来のニップンの「セラミド」を
配合。もち麦、大豆ミート入りで食べ応えの
ある、5種の野菜をトマトで煮込んだすっきり
した優しい味わいのスープです。レンジで簡単、
忙しい朝でもすぐに食べられます。

ニップン　My soup style ミネストローネ

愛され続ける「オーマイプレミアム」シリーズをさらに強化

香味野菜の甘みに、程よい酸味
が特長のソースとパスタを鉄板
で香ばしく炒めた本格ナポリ
タン。炒め玉ねぎをたっぷり
使用し、とろーりゴーダチーズ
でコクのある味わいに。

オーマイプレミアム 
ナポリタン

燻製の香りが際立つベーコンと
黒こしょうをたっぷり使用し、
炭焼き職人（カルボナーロ）が
生み出したと言われているカル
ボナーラの原点の味を再現して
います。

オーマイプレミアム
炭焼き職人風カルボナーラ

用意するのは牛乳だけ。袋の中に牛乳を加えて、
袋のままレンジで加熱するだけの簡単調理。ふん
わり美味しいケーキが食べられます。㈱明治の
ホエイプロテインパウダーを使用し、手軽にたん
ぱく質も摂取できます。

ニップン　めちゃラク レンジケーキミックス プレーン

通常の半分量（深さ2cm）の油で揚げられ、
準備も片付けもラクラク。吸油が少なく（えび
天の吸油率30%カット〈当社比〉）、カラッと
油っこくない仕上がりになります。250g入り
チャック付きで、少人数世帯に嬉しい「小容量」
タイプです。

ニップン　油少なめ天ぷら粉
もっとショートパスタを手軽に楽しんでいただく
ため、市販の粉末スープに入れて熱湯を注いで
3分待つだけという簡便性にこだわったスープ用
パスタです。お好きな粉末スープに合わせれば、
忙しい朝や小腹が空いたときにぴったりの食べ
るスープが完成します。

オーマイ　スープ用パスタ

おうち時間をもっと楽しく！
シートだからこそ、メニュー広がる！アレンジ自在！

シート形状だから、細く切って麺に、シートのま
まラザニアに、具を包んでラビオリになどアレ
ンジ自在。もちもち食感の生パスタがご家庭で
味わえます。好みの幅や形にしやすくする
メジャーや型紙になるオリジナル台紙付きです。

オーマイ　生パスタシート

ご飯と主菜が楽しめる「よくばり」シリーズに
外食でも人気の新メニューを追加！

さっぱりとした赤しそが香る、ひじき入りご飯
と、大根おろしたっぷりのみぞれソースを
かけた食べ応えのあるチキンカツ。フライド
ポテト、揚げなす、にんじん、青菜を彩りよく
トッピングしています。

ニップン　よくばり御膳 しそひじきご飯とチキンカツみぞれ煮風

「ポケットモンスター」デザインの
「スナック」シリーズを新発売！

お子様が喜ぶ20種類のポケモンの絵柄がランダム
に入ったカルシウム入りホットケーキは、ポケモンデザ
インのトレー入りでシール付き。美味しさだけではなく
楽しさもお届けします。

ニップン　ポケモンホットケーキ

からだにも地球にも優しい動物性原材料不使用の
キーマカレーが登場！

スパイシーな味わいで豆腐由来
のお肉をしっかり味わえるキーマ
カレーは、別添のスパイスパウダー
で辛さの調節が可能です。ＥCO紙
トレー入り。NPO法人ベジプロ
ジェクトジャパン ヴィーガン認証
を取得しています。

ニップン　豆腐から作ったお肉のキーマカレー

卵とチーズのコクのあるカルボナーラソース
に、唐辛子と黒こしょうの異なる辛味をバラン
スよく配合した、ひと口食べると、またひと口
食べたくなるクセになる味わいのパスタソース
です。別添の黒こしょう、パセリで風味と彩り
をプラスできます。

オーマイ　魅惑のレッドホットカルボ

パルミジャーノ・レッジャーノの熟成された旨味
と、クリームチーズ、ペコリーノ・ロマーノが生み
出す芳醇なコクと香り、ガーリックの香ばしさが
食欲を刺激するパスタソースです。存在感のある
アーモンドが食感のアクセントになっています。

REGALO　フォルマッジョの歓喜
レガーロ

レガーロ

　まずは株主の皆様に、平素からのご支援ご愛顧に対し
厚く御礼申し上げます。
　本来であれば「中間のご報告」をお届けする時期でござい
ますが、今回はそれに代わり「四半期だより」として2021年
度の進捗と現況についてご報告をさせていただきます。
　このたび2021年7月7日に発生しましたサイバー攻撃に
よるシステム障害によって、株主の皆様に多大なるご迷惑
とご心配をおかけいたしましたことを心より深くお詫び申し
上げます。当社は現在、システム復旧に向けた様々な対策と
再発防止策を講じていますが、安定的に食品を提供する社会
的責任を果たすため、正常な操業を続けており、これまで
通りの供給を維持しております。そのような中、発表を延期
させていただいていた2021年度第1四半期の決算につき
ましては、10月29日に発表いたしました。
事業環境について
　当上半期におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大が続く中で、ワクチン普及の進展による経
済活動正常化への期待はあるものの、本年４月から緊急事
態宣言が発令されたことで経済活動が落ち込むなど、先行
き不透明な状況が続いております。
　食品業界においても、緊急事態宣言に伴う大型商業施設
への休業要請、飲食店への休業・時短要請が外食産業を
中心に大きな影響を及ぼしましたが、一方では、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大に伴い、デリバリーサービスの伸
長や内食の増加、外出自粛による巣ごもり需要の拡大など、
個人消費が大きく変化しており、予測のつかない事業環境
が続いております。
　このような状況下におきましても、当社グループは、感染
拡大防止対策を徹底しながら、お客様の安全・安心、従業
員の健康を最優先とし、国内外すべての製造拠点で生産
活動を継続することで、食品企業としての社会的責任を全う
する事業体制を維持しております。
　また、コスト削減や販売の強化を軸に既存事業をより強
固なものとし、今後成長が見込まれる分野に対しては積極
的な投資を行いながら事業基盤強化に努め、多角的総合食
品企業として持続的成長を図っております。
第1四半期連結業績の概要について
　当第1四半期の連結業績は、売上高779億5千8百万円
（前年同期比111.4％）、営業利益26億3千4百万円（同
157.6％）、経常利益38億7百万円（同144.9％）、親会社
株主に帰属する四半期純利益26億7百万円（同153.1％）
となりました。
　製粉事業では、食の安全・安心志向の高まりを受けて、
品質管理の強化に努めるとともに、お客様のニーズや食の
多様化に対応した課題解決型営業の推進に注力しておりま
す。その結果、小麦粉の売上高は前年同期を下回りました
が、副製品のふすまの売上高は前年同期を上回りました。
なお、本年４月に外国産小麦の政府売渡価格が５銘柄平均
（税込価格）で5.5％引き上げられたことに伴い、本年６月
19日出荷分より業務用小麦粉の販売価格を改定しており
ます。以上により、製粉事業の売上高は229億９千１百万円
（前年同期比100.7％）、営業利益は11億９千４百万円（同
124.3％）となりました。

　食品事業では、業務用食品は、緊急事態宣言に伴う大型
商業施設への休業要請、飲食店への休業・時短要請が外食
産業を中心に大きな影響を及ぼしているものの、需要は回
復傾向にあり、売上高は前年同期を上回りました。一方、家
庭用食品は、外出自粛による巣ごもり需要は依然として高い
ものの、今期は需要が落ち着いたため、売上高は前年同期を
下回りました。冷凍食品類については、家庭内での内食需要
が依然として高く、また、コロナ禍を機に利用するお客様が
増加したこともあり、冷凍パスタが堅調であったことに加え、
１食完結型のトレー入り「よくばり」シリーズや「いまどき
ごはん」シリーズなどが好調に推移し、売上高は前年同期を
上回りました。中食事業では、在宅勤務の増加や外出自粛
による需要低迷の影響があるものの、需要は回復傾向に
あり、売上高は前年同期を上回りました。以上により、食品
事業の売上高は457億７千７百万円（前年同期比117.1％）、
営業利益は12億5千4百万円（同148.9％）となりました。
　その他事業では、ヘルスケア事業は、各業種の休業・時
短営業による需要低迷の影響があるものの、前年同期と比
較すると需要は回復傾向にあり、売上高は前年同期を上回
り、ペットフード事業も、販売数量が好調に推移した結果、

売上高は前年同期を上回りました。以上により、その他事業
の売上高は91億８千９百万円（前年同期比114.1％）、営業
利益は１億７千４百万円となりました。
通期連結業績予想について
　今後暫くは新型コロナウイルス感染症の収束が見通せな
い中、先行き不透明な事業環境が続くことが予想されます
が、当社は引き続き事業基盤の強化と事業領域の拡大に取
り組み、いかなる環境変化にも柔軟に対応し、お客様から信
頼される多角的総合食品企業としてさらなる成長を目指して
まいります。
　2021年度の連結業績予想および配当予想につきまして
は、サイバー攻撃によるシステム障害が業績に与える影響を
精査中でございますが、本年5月14日に公表いたしました
業績予想数値、売上高3,200億円、営業利益111億円、
経常利益127億円、親会社株主に帰属する当期純利益90
億円を現時点では修正する状況には至らないものと見込ん
でおります。また、1株当たり配当金は年間36円を見込んで
おります。
　株主の皆様におかれましては、引き続き一層のご支援を
賜りますようお願い申し上げます。



株主のしおり

特別口座の
口座管理機関

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
基準日 定時株主総会・期末配当：毎年3月31日
 中間配当：毎年9月30日
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番１号
 三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
 電話照会先 　    0120-782-031 （フリーダイヤル）
ホームページ https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

〒102-0083  東京都千代田区麹町四丁目8番地　 TEL.03-3511-5301（代表）
ホームページ　https://www.nippn.co.jp/

株式会社ニップン

第198期中間配当金は、2021年11月12日開催の取締役会において1株18円と決議いたしました。
同封の「中間配当金領収証」により、お近くのゆうちょ銀行または郵便局でお受け取りください。
また、口座振込ご指定の方には「お振込先について」を、株式数比例配分方式ご指定の方には「配当金の
お受け取り方法について」を同封いたしましたのでご確認ください。
なお、すべての方に同封いたしております「配当金計算書」は、配当金をお受け取りになった後の配当
金額のご確認や、確定申告を行う際の添付資料としてご利用いただけます（株式数比例配分方式を
ご指定の方につきましては、お取引の証券会社へご確認ください）。

中間配当金のお支払いについて

毎年ご好評をいただいておりますカレンダープレゼントは、公平を期すため、従来の「先着順（500名様）」
から「抽選」に変更させていただき、1,000名の株主様にプレゼントいたします。

カレンダーをご希望の株主様は、はがきに郵便番号、住所、氏名をご記入の上、左下の応募券を切り取り、
剥がれないようはがきに貼って、下記あて先にお送りください。はがき1枚につき、応募券1枚とさせていた
だきます。厳正なる抽選の上、結果はカレンダー
の発送をもって代えさせていただきます。
12月24日(金)以降、年内にお届けできるよう
発送いたします。

応募方法

応募締切

2021年12月13日（月）必着

あ て 先

〒102-0083　東京都千代田区麹町4-8
株式会社 ニップン　法務グループ　カレンダー係

2022年カレンダー

応募券2021

2022年カレンダープレゼントのご案内

エドゥアール・マネ作品集

　まずは株主の皆様に、平素からのご支援ご愛顧に対し
厚く御礼申し上げます。
　本来であれば「中間のご報告」をお届けする時期でござい
ますが、今回はそれに代わり「四半期だより」として2021年
度の進捗と現況についてご報告をさせていただきます。
　このたび2021年7月7日に発生しましたサイバー攻撃に
よるシステム障害によって、株主の皆様に多大なるご迷惑
とご心配をおかけいたしましたことを心より深くお詫び申し
上げます。当社は現在、システム復旧に向けた様々な対策と
再発防止策を講じていますが、安定的に食品を提供する社会
的責任を果たすため、正常な操業を続けており、これまで
通りの供給を維持しております。そのような中、発表を延期
させていただいていた2021年度第1四半期の決算につき
ましては、10月29日に発表いたしました。
事業環境について
　当上半期におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大が続く中で、ワクチン普及の進展による経
済活動正常化への期待はあるものの、本年４月から緊急事
態宣言が発令されたことで経済活動が落ち込むなど、先行
き不透明な状況が続いております。
　食品業界においても、緊急事態宣言に伴う大型商業施設
への休業要請、飲食店への休業・時短要請が外食産業を
中心に大きな影響を及ぼしましたが、一方では、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大に伴い、デリバリーサービスの伸
長や内食の増加、外出自粛による巣ごもり需要の拡大など、
個人消費が大きく変化しており、予測のつかない事業環境
が続いております。
　このような状況下におきましても、当社グループは、感染
拡大防止対策を徹底しながら、お客様の安全・安心、従業
員の健康を最優先とし、国内外すべての製造拠点で生産
活動を継続することで、食品企業としての社会的責任を全う
する事業体制を維持しております。
　また、コスト削減や販売の強化を軸に既存事業をより強
固なものとし、今後成長が見込まれる分野に対しては積極
的な投資を行いながら事業基盤強化に努め、多角的総合食
品企業として持続的成長を図っております。
第1四半期連結業績の概要について
　当第1四半期の連結業績は、売上高779億5千8百万円
（前年同期比111.4％）、営業利益26億3千4百万円（同
157.6％）、経常利益38億7百万円（同144.9％）、親会社
株主に帰属する四半期純利益26億7百万円（同153.1％）
となりました。
　製粉事業では、食の安全・安心志向の高まりを受けて、
品質管理の強化に努めるとともに、お客様のニーズや食の
多様化に対応した課題解決型営業の推進に注力しておりま
す。その結果、小麦粉の売上高は前年同期を下回りました
が、副製品のふすまの売上高は前年同期を上回りました。
なお、本年４月に外国産小麦の政府売渡価格が５銘柄平均
（税込価格）で5.5％引き上げられたことに伴い、本年６月
19日出荷分より業務用小麦粉の販売価格を改定しており
ます。以上により、製粉事業の売上高は229億９千１百万円
（前年同期比100.7％）、営業利益は11億９千４百万円（同
124.3％）となりました。

　食品事業では、業務用食品は、緊急事態宣言に伴う大型
商業施設への休業要請、飲食店への休業・時短要請が外食
産業を中心に大きな影響を及ぼしているものの、需要は回
復傾向にあり、売上高は前年同期を上回りました。一方、家
庭用食品は、外出自粛による巣ごもり需要は依然として高い
ものの、今期は需要が落ち着いたため、売上高は前年同期を
下回りました。冷凍食品類については、家庭内での内食需要
が依然として高く、また、コロナ禍を機に利用するお客様が
増加したこともあり、冷凍パスタが堅調であったことに加え、
１食完結型のトレー入り「よくばり」シリーズや「いまどき
ごはん」シリーズなどが好調に推移し、売上高は前年同期を
上回りました。中食事業では、在宅勤務の増加や外出自粛
による需要低迷の影響があるものの、需要は回復傾向に
あり、売上高は前年同期を上回りました。以上により、食品
事業の売上高は457億７千７百万円（前年同期比117.1％）、
営業利益は12億5千4百万円（同148.9％）となりました。
　その他事業では、ヘルスケア事業は、各業種の休業・時
短営業による需要低迷の影響があるものの、前年同期と比
較すると需要は回復傾向にあり、売上高は前年同期を上回
り、ペットフード事業も、販売数量が好調に推移した結果、

売上高は前年同期を上回りました。以上により、その他事業
の売上高は91億８千９百万円（前年同期比114.1％）、営業
利益は１億７千４百万円となりました。
通期連結業績予想について
　今後暫くは新型コロナウイルス感染症の収束が見通せな
い中、先行き不透明な事業環境が続くことが予想されます
が、当社は引き続き事業基盤の強化と事業領域の拡大に取
り組み、いかなる環境変化にも柔軟に対応し、お客様から信
頼される多角的総合食品企業としてさらなる成長を目指して
まいります。
　2021年度の連結業績予想および配当予想につきまして
は、サイバー攻撃によるシステム障害が業績に与える影響を
精査中でございますが、本年5月14日に公表いたしました
業績予想数値、売上高3,200億円、営業利益111億円、
経常利益127億円、親会社株主に帰属する当期純利益90
億円を現時点では修正する状況には至らないものと見込ん
でおります。また、1株当たり配当金は年間36円を見込んで
おります。
　株主の皆様におかれましては、引き続き一層のご支援を
賜りますようお願い申し上げます。


